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要旨
　旧石器時代終末期の東アジアー帯に、シベリアを起点とする湧別系細石器石器群が展開
する。この湧別系細石器石器群に特徴的に伴う石器として、荒屋型彫器がある。
　荒屋型彫器の研究当初はその形態分類と定義について議論されていたが、1980年代後半
を迎えると、主に彫器の観察から彫刀面再生が注目され、その後、彫刀面再生が頻繁に行
なわれていることが彫器の分析から具体的に示された。筆者は、東北地方に位置し荒屋型
彫器の標識遺跡である荒屋遺跡出土の彫器削片（刃つけの際に生じる石片）を詳細に検討す
ることで、彫刀面再生に伴う彫刀面微調整技術と彫刀面再生の関係性を明らかにした。
　その成果として、①彫刀面再生に伴う2つの技術（彫刀面微調整・彫刀接面微調整）を確
認。②両調整の施される頻度と関係性から、両調整が別個に施されることがわかり、彫刀
接面微調整（高頻度）と彫刀面微調整（低頻度）の2本立ての彫刀面再生過程を把握。③両技
術の施される位置と彫刀面の状態を検討した結果、彫刀面再生を効率良く行なうために、
再生前の彫刀面の状態や器形に応じて各微調整技術が選択的に用いられ’ A器体の調整が行
なわれていることを明らかにした。
　本論では、荒屋遺跡出土の硬質頁岩製荒屋型彫器に観察された彫刀面微調整技術が、北
海道島の黒耀石製荒屋型彫器にも認められるか検討する。同一型式の石器において、石器
石材の相違と、彫刀面微調整技術の選択との関係性を捉えることを目的とした。検討の結
果、石器石材を違えても施される彫刀面微調整技術は共通するものの、彫刀接面微調整に
ついては黒耀石製荒屋型彫器の方が硬質頁岩製のものより高頻度に施されるという相違点
が明らかになった。
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はじめに
　旧石器時代終末期の東アジアー帯に、シベリアを起点とする湧別系細石器石器群が展開
する。この湧別系細石器石器群に特徴的に伴う石器として、，荒屋型彫器がある。
　荒屋型彫器の研究当初はその形態分類と定義について議論されていたが、1980年代後半
を迎えると、主に彫器の観察から彫刀面再生が注目され、その後、彫刀面再生が頻繁に行
なわれていることが彫器の分析から具体的に示された（綿貫・堤1987）。筆者は、東北地
方に位置する荒屋型彫器の標識遺跡である荒屋遺跡出土の彫器削片（刃つけの際に生じる
石片）を詳細に検討することで、彫刀面再生に伴う彫刀面微調整技術と彫刀面再生の関係性
を明らかにした（大塚・安蒜2011）。
　本論では、荒屋遺跡出土の硬質頁岩製荒屋型彫器に観察された彫刀面微調整技術が、北
海道島の黒耀石製荒屋型彫器にも認められるか検討する。同一型式の石器において、石器
石材の相違と、彫刀面微調整技術の選択との関係性を捉えることを目的とする。
1章　対象遺跡の概要
　落合遺跡は北海道島中央部の十勝平野に所在する（第1図a）。十勝平野は新旧いくつも
の段丘が発達しており、その中でも落合遺跡は高位の光地園面より数えて4段目の段丘で
ある基松面に立地する（第1図b）。周辺には川西C遺跡、稲田1遺跡1地点、同2地点、
南町1遺跡、同2遺跡、大空遺跡など旧石器時代に属する遺跡がまとまって分布する（第1
図c）。
　落合遺跡の基本層序は、調査報告書（帯広市教育委員会1999）によると1～V皿層の8層に
区分されており、宙層以下がロ・一ム層である。テフラ分析の結果、V層からEn－a（恵庭a）
火山灰、W層からはSpfa　1（支笏降下火山灰）が検出されている。石器群の包含層は皿b～皿
層で、とくにIVb・c層に遺物が集中する。遺物出土の垂直分布にかなり幅があるが、遺物
集中域より下層出土の石器は集中域出土の石器と技術的特徴が共通する点に加え、土層と
遺物の出土状況の関係から、イシボリューションの影響が想定されている。テフラ分析の
結果と、石器群の出土状況等を考慮すると、少なくともEn－a火山灰降下（19・21ka　cal．　BP）
以後に残された石器群といえる。
　次に出土した石器の特徴をみる。落合遺跡ではスポット3～5という3’っの石器集中部
が検出されている。それぞれの石器集中部の石器組成を第1表に示した。スポット4は資
料の数が非常に少なく石器群の全体像は不明であるが、スポット3・5では舟底形石器と
彫器（荒屋型彫器）が特徴的にみられる。両石器集中部ともに、舟底形石器の製作と荒屋型
彫器の彫刀面再生が遺跡内での主な作業であったと考えられる。石器石材の大部分は黒耀
石で占められている。
五章　彫刀面再生を観点とした荒屋型彫器の観察
　観察を行うにあたって、荒屋遺跡出土の荒屋型彫器に観察された彫刀面再生に伴う微調
整技術（第2図）に注目する。荒屋型彫器の微調整技術には、彫刀面を中心に表現すると、
彫刀面を打面として彫刀面と接する器体背面に施す調整（彫刀接面微調整）と彫刀面に対す
る素材主剥離面から背面方向への調整（彫刀面微調整）がある。
　これらの微調整の有無を検討し、落合遺跡出土の彫器全資料37点の観察結果を第3～7
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図に図示した。なお、彫刀面の刃つけや再生により生じる彫器削片については報告書中（帯
広市教育委員会前掲）で検討されているものの、本稿では紙面の都合上彫器にしぼって検
討する。彫刀面再生過程を正確にとらえるには、彫器、彫器削片をあわせて分析する必要
があるが、この点については別稿にて検討したい。
皿章　落合遺跡出土の荒屋型彫器における彫刀面再生の特徴
　落合遺跡出土の37点の彫器を観察した結果、彫刀接面微調整のみ施されたもの（資料
No．1～15、19～22、24、26・27、32・33、36・37）と、彫刀面微調整のみ施されたもの（資
料No．25）、両調整が施されたもの（資料No．28）、彫刀面微調整が施されないもの（資料No．16
～18、23、29～31、34・35）が確認された。それぞれの点数は、彫刀接面微調整のみ施さ
れたものが27点、彫刀面微調整のみ施されたもの1点、両調整が施されたもの1点、彫
刀面微調整が施されないもの8点である。
　全体での比率を検討するため、全資料中における彫刀面微調整技術の割合を以下に示す。
彫刀接面微調整のみが73．0％、彫刀面微調整のみ2．7％、両調整が施されたもの2．7％と
なった。彫刀接面微調整が最も多いが、全体の80％近くにいずれかの調整が認められおり、
彫刀面再生の際に微調整が必ずといってよいほど施されていることがわかる。
　さらに微調整が施されない資料を除き、それぞれの微調整の施された資料の割合を比較
すると、彫刀接面微調整のみが93％、彫刀面微調整のみ3．5％、両調整が施されたもの3．5％
となり、彫刀接面微調整のみが大多数を占めることが指摘できる。
　また、1点のみではあるが、両調整が施される資料（資料No，28）があった。この彫器の彫
刀面再生に至るまでの経過を追うと、彫刀面微調整（28a）→彫刀面再生→彫刀接面微調整
（28b）という順序であることがわかり、各彫刀面微調整技術は同時に施されず、彫刀面再生
をはさんで別個に調整が行われていることが読み取れるのである。
　以上の点を整理し、落合遺跡出土の荒屋型彫器における彫刀面再生の特徴を以下にまと
める。第一点目として、彫刀面再生において彫刀接面微調整、彫刀面微調整の2種の調整
が認められること。第二点目は、彫刀面微調整技術が彫器全体の約80％に施されているこ
と。第三点目は、用いられる微調整は、彫刀接面微調整のみがほとんどで、彫刀面微調整
のみや、両技術が施されることは稀であること。第四点目は両技術が一点の資料中に観察
される場合でも、同時には施されず、別個に施されることが確認された。
N章　荒屋遺跡出土の荒屋型彫器との比較
　荒屋遺跡出土の彫器削片の分析結果から明らかになった彫刀面再生に伴う微調整技術の
特徴（大塚・安蒜前掲）をまとめたものを以下に記載し、落合遺跡出土黒耀石製荒屋型彫器
と比較する。
　①彫刀面再生に伴う微調整技術として、彫刀接面微調整が約30％程度と多く、彫刀面
微調整はごくわずかである点。②彫刀接面微調整、彫刀面微調整の両微調整技術が同時に
施されることは稀である点。
　これらの点を前章の結果と比較すると、①は大まかに共通し、②は異なる。①について
は、彫刀接面微調整が多く、彫刀面微調整がわずかである点で共通する。一方、その比率
を検討すると、荒屋遺跡出土資料では彫刀接面微調整が施された比率は30％程であるのに
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対し、落合遺跡出土資料では73％にも及び、その施される比率に大きな差がある。②にっ
いては、資料が僅少であるため、全体の傾向を示しているか不明であるが、荒屋遺跡出土
資料では両調整が伺時に施されるものが僅かながら確認されているのに対し、落合遺跡出
土資料では別個に施されるという相違が指摘できるかもしれない。
　いずれにせよ、荒屋遺跡出土の硬質頁岩製荒屋型彫器に比べ、落合遺跡出土黒耀石製荒
屋型彫器の方が高頻度に彫男接面微調整が施されている点に大きな相違．を見出すことがで
きる。同一型式の石器においても、施される彫刀面微調整技術に違い．を認めることができ
たが、その要因については分析資料数を増やすことで明らかにしていく必要がある。現段
階では、石材の差に起因する可能性を想定しておく。
おわりに
　先行研究では、北海道島における旧石器時代の石器群研究は主に細石核や尖頭器等の製「
作技術を分析対象とし、石器群の変遷が論じられてきた（山原・寺崎2010など）。先行研究
の成果を大きく捉えると、細石器石器群から有茎尖頭器を主体とする石器群への変遷がみ
てとれるが、ここで重要なのは今回分析対象とした荒屋型彫器が両石器群に伴うことであ
る。シベリアの事例から、骨角製シャフトに植刃された細石刃があること。これに彫器の
使用痕分析の結果（鹿又2003）をふまえると、彫器は植刃槍用骨角製シャフトの製作と関連
すると考えられる。一方、有茎尖頭器石器群の一部では、細石刃を伴わないものの、荒屋
型彫器は依然として製作・使用され続ける。長期間にわたり製作される荒屋型彫器の使用
や運用方法を観点に検討することで、狩猟具の交代に伴う道具利用の変化を捉えうる可能
性を指摘できよう。仮りに狩猟具の交代に伴い荒屋型彫・器の使用方法に変化が生じたとす
れば、彫刀面再生方法に影響を与えた可能性もある。以上の点をみすえ、今後研究を具体
的に進めていきたい。
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C：旧石器時代の周辺選跡地図
　　　第1図　落合遺跡の位置（帯広市教育委員会1999を基に作成）
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第1表　落合遺跡出土石器組成表（帯広市教育委員会1999を基に作成）
スポット3
　　　舟底形石器P。ESc　S．Sc彫器Dr　R．FI　C。彫器削片石刃微小石刃剥片砕片　小計
ob　21　1410298262158　4　48　2263，297383487098ch　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　1410338264173　4　48　2343，3673，933小計　　　21
スポット4
底形石器Po　ESc　S．Sc彫器Dr　R．Fl　C。彫器削片石刃微小石刃　剥片砕片　小計
ob
sh
小計
スポツト5
　　　3
1
1　　　　3
10
10
26268289　　　　　　　3　　　4
2　6271293
底形石器Po　ESc　S．Sc彫　Dr　R．Fl　Co　器削　　石刃　　小石刃小計
ob
sh
2　　　　　　　2 7
1
6
1
60　　　　1　　　　31
7
29　　　856　　　994
1　　　10　　20
小計 2　　　　　　　2　　　　　　8　　　　　7　　　　　　67　　　　1　　　　31　　　30　　866 1，014
凡例　Po：槍先形尖頭器　E．S⊂：掻器　S．S⊂：削器　R．FI：二次加工痕を有する剥片　Co：残核
　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：彫刀接面微調整
凡例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫刀面微調整
睡翻は彫刀面作出前の周縁加工
　第2図　荒屋型彫器（左図）と彫刀面微調整技術（右図）
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凡例
c＞
匿塾は彫刀面微調整剥離の範囲
一は彫刀接面微調整（打点あり）
・一・Fﾍ彫刀接面微調整（打点なし）
一は彫刀面微調整
0　　　　　　　　　　　　5cm
第3図　スポット3出土の彫器
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凡例－…
圃は彫刀面微調整剥離の範囲
一← ﾍ彫刀接面微調整（打点あリ｝
・一 ﾍ彫刀接面微調整（打点なし）
Hは彫刀面微調整
第4園　スポット3出土の彫器
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凡例
國は彫刀面微調整剥離の範囲
一…φ ﾍ彫刀接面微調整（打点あリ｝
一・一一 ﾍ彫刀接面微調整（打点なし｝
一一一 ﾍ彫刀面微調整
゜」、圭蚤㎝
第5図　スポット3出土の彫器
㊥ 30
…瓦例
圏は彫礪欄整剥離の鯛
一は彫刀接面微調整（打点あり｝
’一一 ﾍ彫刀接面微調整｛打点なし｝
一は彫刀面微調整
．b ゜L＝茎豊ユヨ㎝
第6図　スポット4出土の彫器
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第7図　スポット5出土の彫器
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